
慶
林
坊
日
隆
聖
人
二
三
八
五
～
一
四
六
四
。
以
下
、
隆
師
）
の
主
著
「
本
門
弘
経
抄
」
（
以
下
「
弘
経
抄
」
）
の
こ
と
を
、
株
橋
諦
秀

（
１
）

（
日
涌
）
先
生
は
、
隆
師
の
法
華
経
観
を
示
し
た
も
の
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
大
平
宏
龍
先
生
は
、
「
中
国
以
来
の
法
華

（
２
）

経
解
釈
を
、
隆
師
の
み
る
日
蓮
義
で
一
貫
し
て
解
釈
し
直
そ
う
と
す
る
著
述
」
と
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
詳
し
く
、
「
天

台
三
大
部
本
末
、
科
注
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
中
古
天
台
義
、
殊
に
は
「
三
百
帖
」
関
係
の
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
日
蓮
義
に
お
け
る
法
華

（
３
）

経
観
と
実
践
方
法
を
示
し
た
」
も
の
と
述
べ
て
い
る
。
近
年
の
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
「
弘
経
抄
」
の
特
徴
を
示
す
諸
要
素
の
中
で
、

（
４
）

特
に
「
弘
経
抄
」
に
お
け
る
「
三
百
帖
」
の
引
用
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
だ
が
、
「
科
注
」
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て

（
５
）

こ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
研
究
状
況
の
中
で
、
筆
者
は
前
の
拙
稿
で
、
「
科
注
」
す
な
わ
ち
隆
師
所
持
本
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
」
（
以

下
「
科
匙
）
を
取
り
あ
げ
、
『
科
註
」
と
は
徐
行
善
の
註
（
徐
註
）
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
五
山
版
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て

「
弘
経
抄
」
に
「
科
註
」
か
ら
の
引
用
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
論
じ
、
「
科
註
」
と
「
弘
経
抄
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
を
加

え
て
き
た
。
こ
う
し
た
両
書
の
関
係
に
つ
い
て
、
小
稿
は
書
誌
的
見
地
か
ら
さ
ら
な
る
検
証
を
行
い
、
「
弘
経
抄
」
の
櫛
成
に
「
科

註
」
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
「
弘
経
抄
」
の
各
品
の
基
本
的
櫛

成
で
あ
る
ヨ
、
来
意
の
事
」
「
二
、
釈
名
の
事
」
「
三
、
入
文
判
釈
の
下
」
の
う
ち
の
「
三
、
入
文
判
釈
の
下
」
の
組
み
立
て
に
、

桂
林
学
賎
第
三
十
号
令
和
元
年

『
本
門
弘
経
抄
』
と
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
と
の
関
係
に
つ
い
て

｜
、
問
題
の
所
在

大
平
寛
龍

－79－














































































































































